
.  

                         

 

しかし、あの時、その友達の言葉は、鋭利な刃物となって僕の心に突

き刺さった。そして、自分は他のみんなと違うんだと切なくなった。

仲の良かった友達が、心の中では僕を差別していたんだと感じ、悔し

くてしかたがなかったのだ。幸い、友達とは仲直りすることができたが、

しばらく、あの友達の放った言葉は、僕の胸をひっかき続け、嫌な響 

きとなって耳の奥に残っていた。 

その嫌な響きと同じものを、「だって福島産だよ」という言葉に僕は感じたのだ。僕の場合は、中

国という国のことを知りもしないのにばかにされ、福島の桃は、放射性物質のことをあまり知らな

いのに、危ないと決めつけられ、自分と桃が重なって見えたのだ。風評被害という言葉は知ってい

たが、この時、僕は、福島の桃は、被害ではなく、「差別されているのだ」とはっきりと感じた。 

だから、僕は、桃を買うことにした。僕は差別される側の気持ちを知っている。 

それなのに、その僕が、知らず知らずのうちに、他の人と同じように福島県産の桃に偏見をもち、

差別していた。それは、桃だけにとどまらず、福島の人々を差別していることにもなるのだと気づ

き、これではいけないと思ったからだ。 

新潟からの帰り道、僕は、磐越自動車道のサービスエリアで、桃を買った。それは、もう偏見を

もたない、差別などしないという、小さいけれど大きな僕の決意でもあった。 

21 世紀の今、日本そして世界中のあちこちで、いまだに多くの偏見や差別が残っている。生まれ

た地域や肌の色、病気、そして、福島原子力発電所のように事故に関係するものなど様々だ。それ

らの偏見や差別の根本にあるのは、何なのだろう。僕は、警戒心ではないかと思う。よく分からな

いから、見えないから怖く疎ましく、自分から遠ざけようとする。その気持ちが、偏見や差別を生

むのだ。 

では、どうすれば、私達は警戒心をもたず、この世界から、偏見や差別をなくすことができるの

だろうか。その鍵は、二つあると僕は考える。一つは、他の人のことをよく知ろうとする姿勢。も

う一つは、他の人の気持ちを思いやる想像力。この二つが、未知

のものへの警戒心を取り去ってくれる。 

偏見や差別を、この世界からなくすことは本当に難しいかも

しれない。けれども、二つの国の良さを知っている僕は、相手を

知ろうとする姿勢と思いやる想像力をもち、周囲の人に接して

いこうと思う。 

いつかきっと、お互いを慈しみ合う世界になることを信じて。 

※「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である。

人間は、理性と良心とを授けられており、互いに同胞の精神をもって行動しなければならない。」 

                           ‐‐‐ 世界人権宣言（第 1条）‐‐‐ 


